
進捗状況の評価（評価指標等）について
第２期計画における考え方

経 緯

【第１期中間評価】
○ 事業成果（アウトカム）の評価指標は、理念と計画の施策体系に基づいた、目標ごとの項
目を設定

○ 評価指標は、目指す成果を元に策定し、各項目の成果を知ることができるものを設定
○ 評価指標に基づき、成果を図るための調査については、客観性と継続性が担保された既存
の統計調査を活用。対応できないものは独自の調査を実施

事業効果等の評価や施策の推進に活用するため、以下の評価等を行い、公表

○ 対象事業の進捗状況、事業効果等の評価
毎年度、東京都子供・子育て会議において、客観的かつ専門的な立場からの意見交換・調査審議

○ 施策の推進等への活用

個別事業に係る数値目標の推移や、施策に関する各種調査などにより、毎年度、

① 個別事業の進捗状況（アウトプット）を点検・評価

② 計画全体及び目標ごとの成果（アウトカム）についても、令和３年度に設定した評価指標により点検・評価

【第２期計画における見直しの考え方】
○ できる限り、毎年度評価できる指標を採用

例）福祉保健基礎調査 → インターネット調査
○ できる限り、定量的な指標を採用

例）サービスの整備が必要だと思う保護者の減少 → 学童クラブ登録児童数の増加
○ 他の都計画と連動した指標を採用

【第１期計画】
○ 計画期間終了時の評価に向け、計画全体の指標を設定
○ 毎年度の事業評価に向け、目標ごとの指標を設定
○ 毎年度の事業評価の際には、目標ごとの指標だけでなく、本計画において定める事業目標
量の進捗についても参考とする
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